
学習の内容を日常に
結びつけることができ
る。

課題解決に向けて、自ら
調査や実験の計画を立て
ることができる。

A2 B2 C2

等速直線運動と等加速度
直線運動について自ら考
え 理解を深めることが
できる。

直線の運動を比較し、発
見することができる。

様々な事象や考えに対
し、 批判的な立場から
考え、 議論することが
できる。

A1 B1 C1

等速直線運動と等加速度
直線運動について理解で
きる。

直線の運動の特徴をグラ
フを使って示すことがで
きる。

課題を解決する道筋を、
論理的思考を持って相手
に伝えることができる。



運動の法則を日常に
結びつけることができ
る。

課題解決に向けて、自ら
調査や実験の計画を立て
ることができる。

A2 B2 C2

運動の法則について自ら
考え 理解を深めること
ができる。

運動の法則を実験で示し
た後、その実験の課題を
発見することができる。

様々な事象や考えに対
し、 批判的な立場から
考え、 議論することが
できる。

A1 B1 C1

運動の法則について理解
できる。

力と質量と加速度の関係
性を実験によって示すこ
とができる。

課題を解決する道筋を、
論理的思考を持って相手
に伝えることができる。



仕事とエネルギーの保存
について、日常に結びつ
けることができる。

課題解決に向けて、自ら
調査や実験の計画を立て
ることができる。

A2 B2 C2

仕事とエネルギーの保存
について自ら考え 理解
を深めることができる。

仕事とエネルギーの保存
について課題を発見する
ことができる。

様々な事象や考えに対
し、 批判的な立場から
考え、 議論することが
できる。

A1 B1 C1

仕事とエネルギーの保存
について理解できる。

仕事とエネルギーの保存
の関係性を実験によって
示すことができる。

課題を解決する道筋を、
論理的思考を持って相手
に伝えることができる。



熱と仕事について、日常
に結びつけることができ
る。

課題解決に向けて、自ら
調査や実験の計画を立て
ることができる。

A2 B2 C2

仕事と熱の関係性につい
て自ら考え 理解を深め
ることができる。

仕事と熱の関係性につい
て課題を発見することが
できる。

様々な事象や考えに対
し、 批判的な立場から
考え、 議論することが
できる。

A1 B1 C1

仕事と熱の関係性につい
て理解できる。

仕事と熱の関係性を実験
によって示すことができ
る。

課題を解決する道筋を、
論理的思考を持って相手
に伝えることができる。


